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基調講演（14:50～） 
「本で繋がる、未来に繋げる～カンボジアなどでの経験から」 

　鈴木晶子さん（公益社団法人シャンティ国際ボランティア会 広報課 課長） 
す ず き あ き こ

大学卒業後、2005年、公益社団法人シャンティ国際ボランティア会に入
職。緊急救援担当として、三宅島帰島支援、パキスタン北東部地震支援
など、国内外の災害支援に従事。2007年よりカンボジア事務所にて国
際部コーディネーターとして、100をこえる小学校に図書室を設置、プ
ノンペンスラムでの移動図書館活動、小学校建設を担当する。2010年11
月東京事務所異動。タイ国境ミャンマー（ビルマ）難民事業の担当とし
て、難民キャンプ内の21館のコミュニティ図書館運営に携わる。現在は、
カンボジアや難民キャンプでの経験を通して、広報課長として「本は人
生を変える力がある」と伝えるため、取材、執筆、講演などを行う。 

リレー講演（16:00～） 
　①「カンボジアでの教育分野の国際協力の取り組み」 
　　河野菜津子さん　(特活)九州海外協力協会 職員／プロジェクトマネージャー 

か わ の な つ こ

大学でテキスタイルデザインを学び、佐賀県の織元にて鍋島緞通の職人としての経験をつんだ後、青年海外協
力隊へ参加。カンボジア王国カンポット州立職業訓練校にて織物教師として活動した。現職の(特活)九州海外
協力協会では、2012.7～2015.7の3年間、輝水工業(株)が実施する「命の水プロジェクト」に協力し、カン
ボジアの農村に安全な水を届ける活動を行った。現在はJICA草の根技術協力事業にて、カンボジア中学校教
員指導能力向上プロジェクト、カンボジア農村の手仕事支援事業を実施している。 

　②「Beautiful Cambodia～カンボジア訪問記2016、そして写真展」 
　　追田大貴さん、竹本佳さん　九州国際大学国際関係学部2年生 

おい だ ひ ろ き たけもとけい

［内容］今夏訪れたカンボジア。世界遺産のアンコール・ワットを始めとした多くの遺跡から歴史を学び、観 
　　　光都市シェムリアップの街は昼夜問わず、地元の人たちはもちろん世界中からやってきた人たちの活気 
　　　に溢れる。一方、農村地域では自然と共存しながら生活する人々の笑顔がいっぱい。実際に足を運んで 
　　　感じたカンボジアを報告します。 

　③「Book to Readプロジェクト2016活動紹介」 
　　入江誠也さん　九州国際大学国際関係学部3年生 

い り えせ い や

［内容］これまでの「Book to Read」プロジェクトに取り組んできた先輩たちの活動を踏まえ、支援を続け 
　　　る2つの小学校への今年の国際教育協力プロジェクトの取り組みについて紹介します。絵本を贈る活動 
　　　を中心に小学生の学びを深めるために何ができるのか、そして自分たちがそれらにどのように関わるこ 
　　　とができるのか。大学生の視点からの国際協力のあり方について実際の取り組みを通じてお話します。 

クロストーク「今とこれからの国際協力のカタチ」（16:40～） 
［内容］ゲストのNGOスタッフお二人に、学生たちからカンボジアや国際協力についての質問や疑問をぶつ 
　　　　け、今後の国際協力のあり方を考えます。 
●ファシリテーター：藤井大輔 （九州国際大学国際関係学部准教授） 

シンポジウムに関するお問い合わせは、 d-fujii＠isb.kiu.ac.jp（藤井）までご連絡ください。


